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■おわりに

　COVID-19パンデミック前後の小児の主な呼吸器・

消化管感染症の疫学変化について概説した。2020年に

多くの感染症の報告数が減少したが、2021年はノロウ

イルス胃腸炎、RSウイルスが流行し、2022年は感染

性胃腸炎の報告数がパンデミック前のレベルになり、

2023年はインフルエンザの流行を認めた。一方で、マ

イコプラズマ肺炎、ロタウイルス胃腸炎の報告数は

非常に低いレベルに留まっている（2023年41週時点）。
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北海道内科医会ならびに
日本臨床内科医会入会のご案内

　北海道内科医会は、1989年11月の設立以来、地域医療の推進をはじめ会員の専門知識の研修、保

険医療の改善・向上など各種事業に取り組んでまいりました。また、当医会と協力関係を持つ日本

臨床内科医会は、臨床内科学の発展を図り、医療の向上を目的に1985年に創設された第一線内科医

の団体です。自己研鑽のための生涯研修の推進、「かかりつけ医のためのWEB講座」の開催、高血

圧・糖尿病・インフルエンザなどの疾患の研究、市民への公開講座を行うなど、臨床内科学へ大き

く貢献しております。また、日本臨床内科医会の専門医は取得しやすく、専門医になると１日研修

を経て総合診療専門医の指導医として認められます。

　今後とも日本臨床内科医会と連携し、厳しい医療環境に立ち向かい、地域住民に質の高い医療の

提供体制構築に向け努力をしてまいります。つきましては、北海道医師会員で内科を標榜されてい

る先生、内科に興味をお持ちの先生におかれましては、当医会ならびに日本臨床内科医会の趣旨に

ご理解を賜り、ぜひともご加入くださいますようご案内申し上げます。
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